
提

出

者

�

井

英

勝

平
成
十
六
年
八
月
六
日
提
出

質

問

第

六

九

号

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
政
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

69



プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
政
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

も
ん
じ
ゅ
事
故
、
東
海
再
処
理
工
場
事
故
、
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
な
ど
安
全
を
軽
視
し
て
推
進
し
て
き
た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
循
環

方
式
の
破
綻
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
東
京
電
力
な
ど
の
原
発
ト
ラ
ブ
ル
隠
し
に
続
い
て
今
回
、
再

処
理
と
直
接
処
分
の
コ
ス
ト
比
較
が
八
〇
年
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
の
に
、
政
府
の
手
で
こ
う
し
た
原
子
力
情
報
が
長
ら
く
隠

さ
れ
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
い
ま
こ
そ
、
情
報
隠
し
で
不
信
の
高
ま
っ
て
い
る
国
民
無
視
の
原
子
力
政
策
か
ら
転

換
し
て
、
事
実
を
総
て
正
直
に
国
民
に
示
す
べ
き
で
あ
る
。

す
で
に
こ
れ
ま
で
原
発
と
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
を
す
す
め
て
き
た
各
国
政
府
の
中
で
そ
の
多
く
は
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
作
ら
な

い
と
い
う
核
政
策
、
技
術
的
困
難
性
、
発
電
コ
ス
ト
な
ど
の
理
由
で
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
を
中
止
し
て
き
た
。
も
ち
ろ

ん
、
高
速
増
殖
炉
計
画
か
ら
も
撤
退
し
て
き
た
。
こ
れ
が
世
界
の
流
れ
で
あ
り
、
原
子
力
、
と
り
わ
け
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
増
殖

炉
や
プ
ル
サ
ー
マ
ル
に
固
執
す
る
日
本
は
、
世
界
か
ら
取
り
残
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。

今
年
六
月
に
提
出
し
た
「
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
政
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
に
お
い
て
、
〔
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
過
剰
〕
〔
全

量
再
処
理
方
式
〕
〔
プ
ル
サ
ー
マ
ル
実
施
計
画
と
事
故
時
の
放
出
放
射
線
量
予
測
〕
〔
再
処
理
の
場
合
と
直
接
処
理
の
燃
料
コ

ス
ト
〕
〔
六
ヶ
所
再
処
理
施
設
試
運
転
問
題
〕
な
ど
に
つ
い
て
の
政
府
見
解
を
た
だ
し
た
。
こ
れ
に
対
す
る
政
府
答
弁
書
を
踏

一



ま
え
、
安
全
性
と
コ
ス
ト
の
両
面
か
ら
改
め
て
質
問
す
る
。

一

〔
再
処
理
の
場
合
と
直
接
処
分
の
燃
料
コ
ス
ト
〕

�

答
弁
書
で
は
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
稼
働
分
だ
け
の
計
算
で
、

二
〇
〇
〇
年
法
律
第
一
一
七
号
第
一
一
条－

拠
出
金

一
〇
兆
一
〇
〇
〇
億
円

今
後
「
引
当
金
」
対
象
と
す
べ
き
費
目

五
兆
一
〇
〇
〇
億
円

費
用
発
生
年
度
に
当
期
費
用
と
し
て
経
理

▲

一
〇
〇
〇
億
円

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

料
金
原
価
に
影
響
を
与
え
る
も
の

一
五
兆
一
〇
〇
〇
億
円

こ
れ
を
二
％
割
引
率
を
用
い
て
試
算
す
る
と
、
一
ｋ
ｗ
時
当
た
り
三
六
銭
に
な
る
と
答
弁
し
て
い
る
。

し
か
し
、
再
処
理
に
踏
み
切
る
と
、
一
層
放
射
線
レ
ベ
ル
の
高
い
Ｍ
Ｏ
Ｘ
の
使
用
済
み
燃
料
の
再
処
理
工
場
の
費
用

と
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
と
超
ウ
ラ
ン
元
素
の
最
終
処
分
の
費
用
ま
で
含
め
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ

は
幾
ら
に
な
る
と
政
府
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

�

バ
ッ
ク
エ
ン
ド
事
業
全
体
の
試
算
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
九
八
年
三
月
に
出
さ
れ
た
旧
通
産
省
の
委
託
に
よ
る
（
財
）

二



原
子
力
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
の
「
使
用
済
燃
料
の
直
接
処
分
を
考
慮
し
た
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
費
用
の
検

討
」
の
報
告
書
で
あ
る
「
将
来
の
使
用
済
燃
料
対
策
の
検
討
（
そ
の
�
）
報
告
書
」
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
直
接
処
分
の
費

用
と
し
て
、

結
晶
質
岩

堆
積
岩

（
Ａ
）
使
用
済
核
燃
料
直
接
処
分

四
兆
一
九
九
三
億
円

六
兆

九
〇
七
億
円

昨
秋
電
事
連
が
発
表
し
た
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
費
用
（
Ｂ
）

一
八
兆
八
〇
〇
〇
億
円
と
比
較
す
る
と

（
Ｂ
）
／
（
Ａ
）
比

四
・
四
七
倍

三
・
一
倍

九
八
年
三
月
の
報
告
書
の
結
晶
質
岩
か
堆
積
岩
か
の
違
い
に
よ
る
が
、
発
表
さ
れ
て
い
る
（
Ｂ
）
と
の
比
較
で
は
、
再
処

理
・
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
方
式
が
直
接
処
分
に
較
べ
て
、
二
〜
四
倍
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

�

今
年
二
月
の
虚
偽
答
弁
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
燃
料
コ
ス
ト
の
問
題
は
九
四
年
の
デ
ー
タ
隠
し
だ
け
で
な
く
、
前

記
�
の
質
問
に
も
挙
げ
た
報
告
書
も
長
く
伏
せ
ら
れ
て
き
た
。

政
府
答
弁
書
で
は
、
「
今
後
の
原
子
力
委
員
会
新
計
画
策
定
会
議
に
お
い
て
・
・
・
必
要
に
応
じ
て
参
考
に
し
つ
つ
議

論
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
経
過
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

三



そ
こ
で
、
以
下
の
委
託
研
究
に
も
と
づ
く
試
算
や
報
告
書
が
出
さ
れ
た
時
に
、
原
子
力
委
員
会
と
政
府
部
内
で
、
再
処

理
路
線
か
直
接
処
分
の
選
択
か
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
検
討
を
行
っ
て
、
原
子
力
政
策
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
か
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
ご
と
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

一
九
八
二
年
九
月

「
原
子
力
開
発
利
用
長
期
計
画
参
考
資
料
」
「
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
係
る
経
済
性
の
評
価
に
つ
い
て

（
試
算
）
」

科
学
技
術
庁
原
子
力
局
原
子
力
調
査
室

一
九
八
五
年
五
月

「
原
子
力
委
員
会
再
処
理
推
進
懇
談
会
（
第
十
回
）
資
料
」
「
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
の
経
済
性
評
価

例
」

一
九
八
六
年
三
月

「
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
に
関
す
る
調
査
」

三
菱
総
合
研
究
所
（
調
査
委
員
長
・
鈴
木
篤
之
東
大
助

教
授
・
現
原
子
力
安
全
委
員
会
委
員
長
代
理
）

一
九
八
六
年
八
月

「
長
期
計
画
専
門
部
会
第
�
分
科
会
（
第
�
回
）
資
料
」
「
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
の
経
済
性
に
つ
い

て
」

一
九
九
三
年
（
九
二
年
度
委
託
）

「
原
子
力
発
電
の
将
来
展
望
に
関
す
る
調
査－

軽
水
炉
に
お
け
る
再
処
理
方
式
と
直

接
処
分
方
式
の
経
済
性
評
価
」

（
財
）
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所

四



一
九
九
四
年
二
月

「
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
長
期
計
画
専
門
部
会
第
�
分
科
会
（
第
一
四
回
）
資
料
」
「
軽
水
炉
に

よ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
に
関
す
る
経
済
性
に
つ
い
て
」

「
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
原
子
力
部
会
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
及
び
国
際
問
題
作
業
グ
ル
ー
プ
参
考
資

料
」
「
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
経
済
性
試
算
に
つ
い
て
」

（
九
六
年
二
月

電
気
事
業
連
合
会
検
討
会
と
り
ま
と
め
資
料－

再
処
理
と
直
接
処
分
の
経
済
性
研

究
）

一
九
九
七
年
七
月

「
原
子
力
委
員
会
高
速
増
殖
炉
懇
談
会
（
第
七
回
）
資
料
」
「
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
比
較－

エ
ネ
ル

ギ
ー
、
廃
棄
物
お
よ
び
経
済
性
の
観
点
か
ら
」

一
九
九
八
年
三
月

「
将
来
の
使
用
済
燃
料
対
策
の
検
討
（
そ
の
�
）
報
告
書－

使
用
済
燃
料
の
直
接
処
分
を
考
慮
し
た

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
費
用
の
検
討
」
（
旧
通
産
省
委
託
）
（
財
）
原
子
力
環
境
整
備
セ

ン
タ
ー

�

こ
れ
ま
で
の
試
算
等
が
公
表
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
（
非
公
開
と
さ
れ
て
き
た
）
の
は
な
ぜ
か
。

公
表
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
（
非
公
開
だ
っ
た
）
こ
と
は
、
国
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
ま
っ
た
く
無
視
し
て
核
燃
料
サ

五



イ
ク
ル
政
策
が
す
す
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
政
府
と
し
て
、
現
時
点
で
ど
う
考
え
る
か
。

公
表
を
隠
し
て
い
た
と
は
い
え
、
国
会
で
、
そ
の
存
在
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
虚
偽
答
弁
を
な
ぜ
行
っ
た
の
か
。

�

長
期
に
わ
た
る
核
燃
料
コ
ス
ト
比
較
な
ど
の
情
報
隠
し
と
虚
偽
答
弁
な
ど
を
繰
り
返
し
て
き
た
政
府
や
電
力
業
者
の
行

為
の
根
底
に
は
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
循
環
方
式
の
原
発
推
進
政
策
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
ま
必
要
な
の
は
、
「
長
期
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
」
や
「
原
子
力
の
研
究
、
開
発
及
び
利
用
に
関
す
る
長
期
計
画
」
の
部
分
的
手
直
し
で
す
ま
せ
る

の
で
な
く
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
の
原
子
力
政
策
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
根
本
的
転
換
を
す
す
め
る
こ
と
で
は
な
い
か
。

二

〔
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
過
剰
〕

�

答
弁
書
で
示
さ
れ
た
、
海
外
再
処
理
委
託
の
内
、
ヘ
ビ
ー
メ
タ
ル
で
再
処
理
の
終
了
し
た
も
の
は
六
八
〇
〇
㌧
、
一

方
、
回
収
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
、
実
績
値
で
二
七
㌧
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
回
収
率
と
し
て
考
え
る
と
〇
・
四
〇
％
と
な

る
。し

か
し
、
一
般
的
に
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
量
は
、
使
用
済
み
核
燃
料
の
一
％
、
そ
の
中
で
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
大

体
そ
の
六
〇
％
か
ら
七
〇
％
と
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
フ
ラ
ン
ス
の
コ
ジ
ェ
マ
か
ら
の
返
還
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
同
位
体
組

成
で
は
、
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
同
位
体
組
成
は
七
〇
％
を
超
え
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
す
る
と
、
六
八
〇

六



〇
㌧
を
処
理
す
る
と
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
四
〇
・
八
㌧
〜
四
七
・
六
㌧
と
な
る
。
答
弁
書
の
「
実
績
値
」
二

七
㌧
（
回
収
率
〇
・
四
〇
％
）
と
い
う
の
は
余
り
に
も
過
少
で
は
な
い
の
か
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
差
が
生
じ
る
の
か
。

一
方
、
残
余
の
再
処
理
量
は
三
〇
〇
㌧
だ
が
、
そ
こ
か
ら
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
回
収
量
は
五
㌧
（
回
収
率
一
・
六

七
％
）
を
見
込
ん
で
い
る
。
こ
の
回
収
率
か
ら
す
る
と
、
海
外
再
処
理
の
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
一
一
三
㌧
と
な

り
、
答
弁
書
の
三
二
㌧
は
や
は
り
過
少
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
国
内
使
用
済
み
核
燃
料
一
二
〇
〇
〇
㌧
の
回
収
量
見
込
み
七
一
㌧
が
〇
・
五
九
％
で
あ
る
こ
と
を
考
え
て
も
、

海
外
で
の
残
余
の
再
処
理
に
つ
い
て
は
回
収
率
が
三
倍
も
大
き
く
な
る
理
由
は
考
え
に
く
い
。
何
故
三
倍
も
多
く
回
収
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

�

国
内
実
用
発
電
用
原
子
炉
か
ら
発
生
す
る
使
用
済
み
核
燃
料
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
含
有
量
に
つ
い
て
、
答
弁
書
で
は
、

「
含
ま
れ
る
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
量
は
、
燃
料
集
合
体
の
種
類
ご
と
に
大
き
く
異
な
る
」
と
し
て
い
る
。
そ
れ
で

は
、
政
府
が
考
え
て
い
る
燃
料
集
合
体
の
種
類
ご
と
の
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
含
有
率
は
、
種
類
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ

幾
ら
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
燃
焼
度
も
示
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
処
理
能
力
（
公
称
）
は
、
使
用
済
み
核
燃
料
投
入
量
八
〇
〇
㌧
で
、
回
収
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は

七



五
㌧
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
こ
の
回
収
率
（
〇
・
六
三
％
）
な
ら
、
海
外
再
処
理
分
の
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
四

二
・
五
㌧
と
な
り
、
や
は
り
二
七
㌧
を
大
き
く
上
回
る
。

日
本
の
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
量
を
答
弁
書
の
通
り
と
す
る
と
、
こ
の
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
を
ｎ
年
間
稼
働
さ
せ
る

と
、
現
在
の
回
収
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
量
と
合
わ
せ
て
、
三
二
㌧
＋
五
㌧
×
ｎ
と
な
る
。

二
〇
一
〇
年
か
ら
プ
ル
サ
ー
マ
ル
実
施
（
一
六
〜
一
八
基
）
の
場
合
は
、
年
間
五
〜
八
㌧
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
で
、

二
〇
〇
Ｘ
年
高
速
増
殖
原
型
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」
が
稼
働
の
場
合
、
年
間
数
百
㎏
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
と
し
て
い
る
。

年
間
五
㌧
の
利
用
の
場
合
、
い
つ
ま
で
も
三
二
㌧
の
余
剰
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
持
ち
つ
づ
け
る
こ
と
に
な
り
、
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
八
㌧
で
核
兵
器
（
長
崎
型
原
爆
）
一
発
と
し
て
四
〇
〇
〇
発
分
と
い
う
大
き
な
核
兵
器
生
産
能
力
を
も
つ
国
と
し

て
、
国
際
的
に
不
信
を
持
た
れ
続
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
な
い
か
。

年
間
八
㌧
の
利
用
の
場
合
で
も
十
数
年
間
も
余
剰
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
持
ち
つ
づ
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

�

一
九
九
三
年
一
一
月
一
三
日
に
動
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団
が
主
催
し
た
「
核
不
拡
散
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
中

で
、
米
政
府
代
表
は
「
日
本
が
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
保
有
す
る
こ
と
を
周
辺
諸
国
は
潜
在
的
脅
威
と
受
け
取
る
」
「
ウ
ラ
ン

燃
料
は
ま
だ
枯
渇
す
る
心
配
は
な
く
、
使
用
済
み
核
燃
料
を
再
処
理
す
る
緊
急
性
は
な
い
。
日
本
は
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政

八



策
を
急
ぐ
べ
き
で
な
い
」
な
ど
と
発
言
し
て
い
た
。

日
本
政
府
と
し
て
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
政
策
へ
の
国
際
的
不
信
や
ア
ジ
ア
各
国
の
感
じ
て
い
る
脅
威
を
、
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
き
た
の
か
。
こ
れ
は
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
査
察
を
受
け
て
い
る
と
い
っ
て
も
潜
在
的
脅
威
が
解
消
さ
れ
る
と
い
う
問
題
で
は

な
い
。
政
府
が
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
政
策
を
放
棄
す
る
こ
と
が
、
特
に
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
潜
在
的
脅
威
を
解
消
す
る
道
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

三

〔
プ
ル
サ
ー
マ
ル
実
施
計
画
と
事
故
時
の
放
出
放
射
線
量
予
測
〕

�

答
弁
書
に
よ
る
と
、
核
燃
料
中
の
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
割
合
、
及
び
ア
ク
チ
ノ
イ
ド
系
物
質
に
つ
い
て
、
燃
料
集

合
体
一
体
当
た
り
で
見
る
と
、

ウ
ラ
ン
燃
料
中
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
燃
焼
前

〇
・
〇
重
量
％
、
燃
焼
後
〇
・
五
三
重
量
％

ア
ク
チ
ノ
イ
ド
は
燃
焼
前

一
七
三
㎏
、

燃
焼
後

一
六
三
㎏
（
一
〇
㎏
燃
焼
）

燃
焼
度
は
当
然
、
燃
焼
前
〇
Ｍ
Ｗ
Ｄ
／
ｔ
、

燃
焼
後
五
五
〇
〇
〇
Ｍ
Ｗ
Ｄ
／
ｔ

Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
中
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
燃
焼
前

二
・
九
重
量
％
、
燃
焼
後
一
・
四
重
量
％

ア
ク
チ
ノ
イ
ド
は
燃
焼
前

一
六
五
㎏
、

燃
焼
後

一
五
八
㎏
（
七
㎏
燃
焼
）九



燃
焼
度
は
燃
焼
前
時
点
で
〇
Ｍ
Ｗ
Ｄ
／
ｔ
、

燃
焼
後
四
〇
〇
〇
〇
Ｍ
Ｗ
Ｄ
／
ｔ

と
さ
れ
て
い
る
。

軽
水
炉
で
ウ
ラ
ン
だ
け
燃
焼
す
る
場
合
の
燃
焼
度
は
五
五
〇
〇
〇
Ｍ
Ｗ
Ｄ
／
ｔ
、
こ
れ
に
対
し
て
稀
ガ
ス
の
発
生
が
多

い
Ｍ
Ｏ
Ｘ
で
は
被
覆
管
の
ガ
ス
溜
め
部
分
を
多
く
取
っ
た
り
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
燃
焼
度
を
四
〇
〇
〇
〇
Ｍ
Ｗ
Ｄ
／

ｔ
に
抑
え
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
答
弁
書
に
い
う
ウ
ラ
ン
燃
料
装
荷
と
Ｍ
Ｏ
Ｘ
装
荷
の
場
合
で
違
い
が
な
い
と
す
る
こ
と
自
体
が
妥
当
で
な
い

こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

プ
ル
サ
ー
マ
ル
の
燃
焼
度
を
五
五
〇
〇
〇
Ｍ
Ｗ
Ｄ
／
ｔ
と
し
て
考
え
る
と
、
ア
ク
チ
ノ
イ
ド
七
㎏
燃
焼
が
、
一
〇
㎏
と

な
り
ウ
ラ
ン
燃
料
並
み
と
な
る
。
ま
た
そ
の
時
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
燃
焼
は
一
・
五
重
量
％
が
二
・
〇
六
重
量
％
ま
で
進

行
す
る
こ
と
に
な
る
。
（
勿
論
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
消
費
と
生
成
の
両
方
が
あ
り
燃
焼
が
二
・
〇
六
と
簡
単
に
は
言
え
な
い

が
、
一
応
こ
の
値
に
す
る
。
）

こ
の
時
、
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
一
・
五
重
量
％
の
燃
焼
に
と
も
な
っ
て
発
生
す
る
放
射
線
量
は
幾
ら
か
。
ま
た
、

二
・
〇
六
重
量
％
の
燃
焼
な
ら
幾
ら
の
放
射
線
量
に
な
る
か
。

一
〇



更
に
、
答
弁
書
に
示
す
ア
ク
チ
ノ
イ
ド
系
物
質
の
中
で
、
Np－

�
�
�
、
Pu－

�
�
�
、
Pu－

�
�
�
、
Pu－

�
�

�
、
Pu－

�
�
�
、
Am－

�
�
�
、
Cm－

�
�
�
、
Cm－

�
�
�
の
予
定
し
た
燃
焼
度
に
達
し
た
時
点
で
放
出
さ
れ
る
放

射
線
量
は
そ
れ
ぞ
れ
の
物
質
ご
と
に
幾
ら
か
。
α
線
、
β
線
、
γ
線
、
中
性
子
線
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
てＭ

C
i

単
位
で
示

さ
れ
た
う
え
、
算
出
の
基
準
又
は
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

東
京
電
力
柏
崎
刈
羽
原
発
三
号
炉
で
の
事
故
態
様
に
よ
る
放
出
放
射
線
量
に
つ
い
て
答
弁
書
は
、
原
子
炉
冷
却
材
喪
失

時
と
主
蒸
気
管
破
断
時
に
つ
い
て
、
重
大
事
故
と
仮
想
事
故
の
時
の
沃
素
と
稀
ガ
ス
の
想
定
放
出
量
を
示
し
た
上
で
、
米

国
核
管
理
研
究
所
「
報
告
書
」
に
お
け
る
過
酷
事
故
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
「
極
端
な
前
提
を
お
い
て
評
価
を
お
こ
な
っ

た
も
の
」
と
し
て
い
る
。

米
国
核
管
理
研
究
所
「
報
告
書
」
に
お
け
る
過
酷
事
故
の
評
価
を
認
め
な
い
根
拠
は
な
に
か
。

原
子
炉
の
閉
じ
込
め
機
能
が
喪
失
さ
れ
る
事
故
は
、
当
然
検
討
し
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
日
本
で

も
、
次
の
�
の
質
問
に
示
し
た
よ
う
な
検
討
が
行
わ
れ
て
お
り
、
答
弁
書
に
示
さ
れ
た
見
解
は
妥
当
な
も
の
と
は
い
え
な

い
。「

極
端
な
前
提
を
お
い
て
」
と
い
う
の
は
、
ど
の
部
分
が
ど
の
よ
う
に
「
極
端
」
か
、
該
当
箇
所
を
示
し
て
、
政
府
の

一
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具
体
的
な
反
論
を
示
さ
れ
た
い
。

そ
も
そ
も
日
本
で
は
過
酷
事
故
は
起
こ
ら
な
い
と
し
て
い
る
政
府
の
根
拠
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

�

す
で
に
政
府
は
、
旧
科
学
技
術
庁
が
日
本
原
子
力
産
業
会
議
に
委
託
し
て
「
大
型
原
子
炉
の
事
故
の
理
論
的
可
能
性
及

び
大
衆
損
害
に
関
す
る
試
算
」
（
一
九
五
九
年
度
の
と
り
ま
と
め
）
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
要
約
は
一
九
六
一
年
の
国
会

に
参
考
資
料
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
想
定
で
は
、
事
故
ま
で
に
約
四
年
間
運
転
し
た
熱
出
力
五
〇
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
電
気
出
力
で
は
一
六
万
キ
ロ
ワ
ッ

ト
級
の
動
力
炉
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
過
酷
事
故
を
起
こ
し
た
時
に
、

（
イ
）
揮
発
性
の
稀
ガ
ス
の
全
部
と
沃
素
の
五
〇
％
と
向
骨
性
元
素
の
一
％
と
セ
シ
ウ
ム
の
一
〇
％
と
が
放
出
さ
れ
る

量
は
、
楽
観
的
に
み
て
一
〇
の
五
乗
キ
ュ
リ
ー
。
悲
観
的
に
み
る
と
一
〇
の
七
乗
キ
ュ
リ
ー
（
そ
れ
ぞ
れ
二
四
時
間

後
）
。

（
ロ
）
炉
内
の
内
蔵
分
裂
生
成
物
に
比
例
し
た
割
合
で
全
放
出
す
る
場
合
の
量
は
、
楽
観
的
な
場
合
一
〇
の
五
乗
、
悲

観
的
な
ケ
ー
ス
で
は
一
〇
の
七
乗
キ
ュ
リ
ー
。
（
熱
出
力
五
〇
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
原
子
炉
の
内
蔵
放
射
能
の
全
量
は
五
×

一
〇
の
八
乗
キ
ュ
リ
ー
と
し
て
い
る
。
）

一
二



答
弁
書
に
示
さ
れ
た
東
京
電
力
柏
崎
刈
羽
原
発
の
例
で
み
れ
ば
、
ウ
ラ
ン
燃
料
の
過
酷
事
故
の
場
合
に
は
、
五
九
年
度

の
報
告
書
の
試
算
の
約
一
〇
倍
近
く
高
い
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

四

〔
全
量
再
処
理
方
式
と
六
ヶ
所
再
処
理
施
設
試
運
転
〕

�

使
用
済
み
核
燃
料
の
「
全
量
再
処
理
」
方
式
は
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
総
て
使
い
切
る
と
い
う
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
大
本
に
あ
っ
た
高
速
増
殖
炉
（
Ｆ
Ｂ
Ｒ
）
路
線
は
失
敗
し
、
そ
れ
で
も
再
処
理
を
す
す
め
る
と
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
が
過
剰
と
な
る
。
プ
ル
サ
ー
マ
ル
で
こ
れ
を
総
て
燃
や
す
と
、
使
用
済
み
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
再
処
理
の
た
め
の
第
二

再
処
理
工
場
が
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

軽
水
炉
で
発
生
す
る
使
用
済
み
核
燃
料
を
総
て
処
理
す
る
に
は
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
処
理
能
力
を
超
え
る
の
で
、

そ
の
分
は
、
直
接
処
分
に
回
す
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
再
処
理
費
用
だ
け
で
な
く
、
再
処
理
能
力
を
超
え
る
使
用

済
み
核
燃
料
の
直
接
処
分
費
用
も
加
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
費
用
の
見
積
も
り
は
幾
ら
と
し
て
い

る
の
か
。

�

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
劣
化
ウ
ラ
ン
を
使
っ
た
試
運
転
も
本
格
運
転
も
、
こ
れ
を
始
め
る
と
施
設
の
放
射
能
汚
染
を
生

じ
る
こ
と
に
な
る
し
、
ま
た
構
造
物
の
放
射
化
が
す
す
む
。
再
処
理
路
線
を
変
更
す
る
時
に
、
新
た
な
莫
大
な
費
用
負
担

一
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を
生
じ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

�

「
全
量
再
処
理
」
方
式
の
破
綻
は
明
白
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
以
上
、
放
射
性
毒
性
の
強
い
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
危
険
を

増
大
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
国
際
的
不
信
を
招
か
な
い
た
め
に
も
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル
利
用
と
使
用
済
み
核
燃
料
の
「
全
量

再
処
理
」
は
止
め
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
稼
働
に
つ
な
が
る
ウ
ラ
ン
テ
ス
ト
は
行
う
べ

き
で
な
い
。
中
止
を
決
断
す
べ
き
で
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

一
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